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 高等植物であるスギナ（Equisetum arvense）フェレドキシン I（EaFd I）の新たな結晶化に成功し

た。酸化型および還元型結晶の X 線結晶解析から、還元により酸化還元中心の[2Fe-2S]クラスターが

微妙に歪み、クラスター結合ループの主鎖構造に変化が起こることがわかった。その様子は栗栖研に

よって明らかにされたラン藻（T. elongatus）フェレドキシン（TeFd）の場合と同様であった。 

 さらに、EaFd I の 1H, 15N, 13C の各種多次元 NMR 測定を行った結果、還元による 1H, 15N, 13C の

NMR シグナル変化は結晶解析による構造変化と見事に対応しており、構造変化の大きいところほど化

学シフト変化が大きいことがわかった。TeFd と EaFd I の構造変化の比較から、[2Fe-2S]クラスター

の変化や、クラスターとその周りのクラスター結合ループの相互作用の変化は 2 つの Fd で見事に共

通していたが、さらにその外側の構造変化については、Fd 間のアミノ酸残基の差異を反映して異なっ

ており、それぞれの Fd の機能に結びつく特有の構造変化を起こしていることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


